
平
成
18
年
の
新
市
誕
生
か
ら
現
在
ま

で
、
市
内
各
地
で
数
多
く
の
遺
跡
の
発
掘

調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。こ
の
20
年
で
、

こ
れ
ま
で
謎
に
包
ま
れ
て
い
た
私
た
ち
の

祖
先
の
暮
ら
し
や
当
時
の
環
境
な
ど
が
調

査
に
よ
っ
て
解
き
明
か
さ
れ
、
地
域
の
歴

史
の
見
え
方
も
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
市
の
発
展
と
と
も
に
明
ら

か
と
な
っ
た
新
し
い
都
城
の
歴
史
を
紹
介

し
ま
す
。

　
　

◎
問
い
合
わ
せ

文
化
財
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

９
５
４
７

都
城
の
発
展
と
広
が
る
歴
史

中
心
市
街
地
や
工
業
団
地
の
造
成
、
都

城
志
布
志
道
路
の
整
備
な
ど
、
多
く
の
開

発
で
発
展
を
続
け
る
本
市
。
実
は
そ
の
地

下
か
ら
遺
跡
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
開
発
に
先
立
っ
て
発
掘
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
調
査
に
よ
り
、
地

域
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
重
要
な

を
握
る

遺
跡
が
数
多
く
見
つ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

中
心
市
街
地
の
居
住
推
進
事
業
に
伴
い

発
掘
調
査
を
行
っ
た
八
幡
遺
跡（
八
幡
町
）

で
は
、
江
戸
時
代
の
古
絵
図
に
描
か
れ
て

い
た「
直
角
に
曲
が
る
道
路
の
跡
」
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
都
城
島
津
家
が
編
さ
ん

し
た『
庄
内
地
理
志
』
に
よ
る
と
、
こ
の

調
査
区
周
辺
は
、
都
城
島
津
家
の
上
級
家

臣
・
小
杉
家
の
屋
敷
地
で
あ
っ
た
こ
と
も

判
明（
詳
し
く
は
、
33
ペ
ー
ジ
の『
歴
史

探
訪
』に
掲
載
）。
多
量
に
出
土
し
た
陶
磁

器
な
ど
か
ら
も
、
当
時
こ
こ
に
暮
ら
し
た

人
た
ち
が
上
級
階
層
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

ビ
ッ
ク
リ
新
発
見
！

歴
史
を
書
き
換
え
た
遺
跡
た
ち

市
内
に
は
、
県
内
の
み
な
ら
ず
国
内
の

歴
史
を
ひ
も
と
く
上
で
重
要
な
遺
跡
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。
特
に
こ
の
20
年
間
は
、

メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

な
遺
跡
が
続
々
と
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
山
之
口
地
区
で
は
、
以
前
か
ら

「
地
下
式
横
穴
墓
」の
存
在
は
知
ら
れ
て
い

た
も
の
の
、
学
術
的
な
調
査
は
未
着
手
で

し
た
。
し
か
し
、
令
和
２
年
の
上
平
遺
跡

（
山
之
口
町
山
之
口
）の
調
査
で
、
古
墳
時

代
の
土
坑
墓
と
地
下
式
横
穴
墓
が
１
基
ず

つ
発
見
さ
れ
、
同
地
区
初
の
貴
重
な
調
査

デ
ー
タ
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
相
原

第
１
遺
跡（
山
之
口
町
富
吉
）
で
は
、
同

横
穴
墓
が
22
基
も
発
見
さ
れ
、
都
城
盆
地

で
は
古
墳
時
代
最
古
級
の
も
の
で
あ
る
こ

と
が
判
明
。
南
九
州
の
古
墳
文
化
の
歴
史

を
見
直
す
画
期
的
な
成
果
と
し
て
、
専
門

家
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
新
科
学
と
考
古
学

発
掘
調
査
は
、
現
場
で
の
作
業
だ
け
で

終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
出
土
品
に
残

る
痕
跡
の
観
察
や
付
着
物
の
科
学
的
な
分

析
に
よ
っ
て
、
現
場
で
は
分
か
ら
な
か
っ

た
新
た
な
事
実
が
判
明
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

市
で
は
、令
和

２
年
度
か
ら
６

年
度
に
か
け
て

平
成
23
年
度
に

調
査
し
た
菓
子

野
地
下
式
横
穴

墓（
菓
子
野
町
）

か
ら
出
土
し
た

頭
蓋
骨
を
も
と

に
、
古
墳
時
代
の
人
の
顔
つ
き
を
復
元
す

る「
復
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
当
時
都
城
盆
地
に
暮

ら
し
て
い
た
人
の
顔
を
リ
ア
ル
に
再
現
し

た
復
顔
模
型
が
完
成
。

本
展
で
は
、
こ
の
模
型
と
と
も
に
実
際

の
頭
蓋
骨
も
展
示
し
、
科
学
的
分
析
か
ら

見
え
て
き
た
身
体
的
特
徴
や
親
族
構
造
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

土
器
の
文
様
付
け
に
挑
戦
！

会
場
に
は
、
土
器
の
文
様
付
け
を
体
験

で
き
る「
施せ

文も
ん

体
験
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置

し
ま
す
。

夏
季
体
験
学
習
会（
無
料
）

「
土
器
の
拓
本
を
と
っ
て
み
よ
う
！
」

◉
開
催
日
時

８
月
４
日
㈫
〜
10
日
㈪

◉
体
験
内
容

縄
文
土
器
の
拓
本
体
験
な

ど（
要
申
し
込
み
）

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

江戸時代の陶磁器（八幡遺跡出土）

地下式横穴墓の構造 相原第１遺跡の地下式横穴墓
（閉塞石側から見た玄室内）

死者を埋葬する玄室には棚があり、鉄の剣
と鏃

やじり

が副葬されていた。

担
当
者
イ
チ
推
し
！
出
土
品
紹
介

文
化
財
課
に
は
、
普
段
は
収
蔵
庫
に

眠
っ
て
る
個
性
的
な
出
土
品
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
本
展
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
発

掘
調
査
で
見
つ
か
っ
た
全
出
土
品
の
中
か

ら（
常
設
展
示
を
除
く
）、
担
当
者
イ
チ

推
し
の
各
時
代
の
名
品
を
紹
介
し
ま
す
。

◉
会
期

９
月
27
日
㈰
ま
で

※
月
曜
日
休
館（
祝
日
の
場
合
翌
日
）

◉
開
館
時
間

９
時
30
分
〜
17
時

※
入
館
は
16
時
30
分
ま
で    

企
画
展
の
概
要

関
連
イ
ベ
ン
ト

複顔模型 大学教授による模型の監修作業の様子

拓本を貼ったしおり
（イメージ）

私の顔を
見に来てね！

高 城
軍神原

角錐状石器

山之口
相 原
鉄製品

中 郷
尾平野製鉄
炉跡

姫 城
八幡
陶磁器

山 田
池 増
細石刃

高 崎
平 松
平栫壺

〜
ひ
と
つ
に
な
っ
た
ま
ち
、
ひ
ろ
が
っ
た
歴
史
〜

都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展

発掘!!

都城インター工業団地高木北地区整備に伴う
発掘調査現場（菅ヶ迫遺跡・菅ヶ迫第２遺跡）

◉
入
館
料

一
般
２
２
０
円（
１
６
０
円
）

高
校
生
１
６
０
円（
１
１
０
円
）

小
・
中
学
生
１
１
０
円（
50
円
）

※（

）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

江戸時代の陶磁器（八幡遺跡出土）
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